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科目の目標

観点及びその趣旨

◎その単元において特に重点化して指導し、記録に残す事項

〇その単元において指導する事項
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＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

（１） （２） （３）

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなど
の理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるよう
にする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情
報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの
意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しな
がら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を養う。

3単位

学年・学級 １学年全クラス使用教科書

副教材

MY WAY  English Communication Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

一
学
期

　Lesson 1
Proverbs
Around the
World

〇 〇 ○ ○ 〇

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どについて理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこ
とによる実際のコミュニケーションにおいて、目的
や場面、状況に応じて適切に活用できる技能を身
に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況などに応じ
て、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情
報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図のなどを的確に理解したり、これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりしている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しな
がら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとしている。

・動詞の時制、SVO（O=that節）に関する事項を理解し、相づちをうつ表現の意味や
働きを理解している。
・紹介したいことわざについて、相づちをうつ表現や質問の果たす役割に注意しなが
ら、対話を聞き取る技能を身に付けている。
・世界各地の特徴的なことわざを紹介するレクチャーについて、時制に留意して、時系
列で内容を読み取る技能を身に付けている。
・紹介したいことわざについて、相づちをうつ表現や相手の発言を促す質問などを用
いて、円滑に意見を交換する技能を身に付けている。
・紹介したいことわざについて、現在形や過去形などを用いて、グループで話し合った
内容を報告する技能を身に付けている。

領域

学習項目 評価規準

◎

・紹介したいことわざについて、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参
考にしながら聞き取って捉えようとしている。
・ 世界各地の特徴的なことわざについて、理解を深めるために、世界各地のことわざ
について書かれたレクチャーを読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・ 紹介したいことわざについて、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、
相手からの質問に答えようとしている。

パ
フォー
マンス
課題

・紹介したいことわざについて、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参
考にしながら聞き取って捉えている。
・ 世界各地の特徴的なことわざについて、理解を深めるために、世界各地のことわざ
について書かれたレクチャーを読み取り、概要や要点を把握している。
・ 紹介したいことわざについて、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、
相手からの質問に答えたりしている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

〇 〇 ○ ○ 〇

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

＜思考・判断・表現＞

〇 〇 ○ ○

英語コミュニケーションⅠ　　シラバス　

単位数科目



＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

Lesson 2
Iwago
Mitsuaki－An
Animal
Photographer

○ ○ ○ ○ 〇

・助動詞、受け身に関する事項を理解し、理由を述べる表現の意味や働きを理解して
いる。
 ・写真の選択について、理由を述べる表現や質問の果たす役割に注意しながら、対話
を聞き取る技能を身に付けている。
・動物写真家へのインタビューから、助動詞や受け身に留意して、内容を読み取る技能
を身に付けている。
 ・ 写真の選択について、理由を述べる表現や相手の発言を促す質問などを用いて、
円滑に意見を交換する技能を身に付けている。
 ・写真の選択について、理由を述べる表現などを用いて、グループで話し合った内容
を報告する技能を身に付けている。
 ・動物保護について、助動詞などを用いて簡潔に書いて伝える技能を身に付けてい
る。

Lesson 3
Sending
Canned
Mackerel to
Space

○ ○ ○ ○ ○

・動名詞、to不定詞の用法に関する事項を理解し、相手の理解を確かめる表現の意味
や働きを理解している。
・宇宙食について、相手の理解を確かめる表現の果たす役割に注意しながら、対話を
聞き取る技能を身に付けている。
・高校生による宇宙食開発の経緯について、動名詞やto不定詞の用法に留意して、内
容を読み取る技能を身に付けている。
・宇宙食について、相手の理解を確かめる表現などを用いて、円滑に意見を交換する
技能を身に付けている。
・宇宙食について、to不定詞などを用いて、グループで話し合った内容を報告する技
能を身に付けている。
・食べてみたい食べ物について、to不定詞などを用いて、理由や根拠とともに書いて
伝える技能を身に付けている。

パ
フォー
マンス
課題

・図書室に飾る写真について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考
にしながら聞き取って捉えている。
・岩合光昭さんの生き方や考え方について、理解を深めるために、インタビューを読み
取り、概要や要点を把握している。
・図書室に飾る写真について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えたりしている。
・図書室に飾る写真について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文
を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・ 野生動物の保護のためにできることについて、読んで得られた情報などを参考にし
ながら、簡潔に書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

○ ○ ○ ○ 〇

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・ 図書室に飾る写真について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考
にし、主体的に聞き取って捉えようとしている。・岩合光昭さんの生き方や考え方につ
いて、理解を深めるため、インタビューを主体的に読み取り、概要や要点を把握しよう
としている。
・ 図書室に飾る写真について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して伝
え、相手からの質問に答えようとしている。
・ 図書室に飾る写真について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文
を用いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・野生動物の保護のためにできることについて、読んで得られた情報などを参考にし
ながら、主体的に簡潔に書いて伝えようとしている。

＜思考・判断・表現＞

○ ○ ○ ◎ 〇

パ
フォー
マンス
課題

・宇宙食として食べたいものについて、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシー
トを参考にしながら聞き取って捉えている。
・高校生による宇宙食開発の経緯について、理解を深めるために、新聞記事を読み取
り、概要や要点を把握している。
・宇宙食として食べたいものについて、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝え
たり、相手からの質問に答えたりしている。
・宇宙食として食べたいものについて、グループで話し合った内容を基に、基本的な語
句や文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・ 食べてみたい新しい食べ物について、読んで得られた情報などを活用しながら、理
由や根拠とともに書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

○ ○ ○ ○ ○

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・宇宙食として食べたいものについて、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシー
トを参考に、主体的に聞き取って捉えようとしている。
・高校生による宇宙食開発の経緯について、理解を深めるために、新聞記事を主体的
に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・宇宙食として食べたいものについて、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを
話して伝え相手からの質問に答えようとしたりしている。
・宇宙食として食べたいものについて、グループで話し合った内容を基に、基本的な語
句や文を用いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・食べてみたい新しい食べ物について、読んで得られた情報などを活用しながら、理
由や根拠とともに主体的に書いて伝えようとしている。

＜思考・判断・表現＞

○ ○ ○ ○ ◎



＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

○ ○ 〇 　 ○

＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

○ ○ ○ 〇 ○

○ ○

パ
フォー
マンス
課題

・紹介したい日本の物語について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを
参考にしながら聞き取って捉えている。
・『クマのプーさん』に込められたメッセージについて、理解を深めるために、高校生に
よるプレゼンテーションを読み取り、概要や要点を把握している。
・ 紹介したい日本の物語について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えたりしている。
・紹介したい日本の物語について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句
や文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・物語のキャラクターの好みについて、読んで得られた情報などを活用しながら、理由
や根拠とともに書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・紹介したい日本の物語について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを
参考にし、主体的に聞き取って捉えようとしている。
・『クマのプーさん』に込められたメッセージについて、理解を深めるために、高校生に
よるプレゼンテーションを主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・紹介したい日本の物語について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話し
て伝えたり、相手からの質問に答えようとしている。
・紹介したい日本の物語について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句
や文を用いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・ 物語のキャラクターの好みについて、読んで得られた情報などを活用しながら、理由
や根拠とともに主体的に書いて伝えようとしている。

Lesson 4
Massages
from Winnie-
the-Pooh

◎ ◎ ○ ○

・現在完了形、現在完了進行形、過去完了形に関する事項を理解し、考えや意見をたず
ねる表現の意味や働きを理解している。
・日本の物語について、考えや意見をたずねる表現や質問の果たす役割に注意しなが
ら、対話を聞き取る技能を身に付けている。
・ 物語の紹介について、現在完了形や現在完了進行形、過去完了形に留意して、内容
を読み取る技能を身に付けている。
・日本の物語について、考えや意見をたずねる表現などを用いて、円滑に意見を交換
する技能を身に付けている。
・日本の物語について、詳細な情報とともに、グループで話し合った内容を報告する技
能を身に付けている。
・物語のキャラクターの好みについて、基本的な語句や文を用いて、理由や根拠ととも
に書いて伝える技能を身に付けている。

＜思考・判断・表現＞

○ ○

○

・関係代名詞、It is ... to不定詞に関する事項を理解し、主張する表現の意味や働き
を理解している。
・ 言語の学習について、主張する表現の果たす役割に注意しながら、対話を聞き取る
技能を身に付けている。
・消滅の危機にある世界の言語について、関係代名詞やIt is ... to不定詞に留意し
て、内容を読み取る技能を身に付けている。
・言語の学習について、主張する表現などを用いて、円滑に意見を交換する技能を身
に付けている。
・ 言語の学習について、It is ... to不定詞の表現などを用いて、グループで話し合っ
た内容を報告する技能を身に付けている。
・絵文字について、関係代名詞などを用いて、説明とともに書いて伝える技能を身に
付けている。

＜思考・判断・表現＞

○ ○ ○ ◎ ○

二

学

期

Lesson 5
Endangered
Languages

○ ○ ○ ○

パ
フォー
マンス
課題

・学びたい言語について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考にし
ながら聞き取って捉えている。
・消滅の危機にある世界の言語について、理解を深めるために、インタビューを読み取
り、概要や要点を把握している。
・学びたい言語について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、相手か
らの質問に答えたりしている。
・学びたい言語について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文を用
いて、情報や考えを発表して伝えている。
・自分が使う絵文字について、読んで得られた情報などを活用しながら、説明とともに
書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・学びたい言語について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考に
し、主体的に聞き取って捉えようとしている。
・消滅の危機にある世界の言語について、理解を深めるために、消滅の危機にある言
語についてのインタビューを主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・学びたい言語について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとしたりしている。
・学びたい言語について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文を使
い、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・自分が使う絵文字について、読んで得られた情報などを活用しながら、説明とともに
主体的に書いて伝えようとし、ている。



＜知識・技能＞

○ ○ ○ ○ ○

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

○ ○ ◎ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

〇 ○ ○ 〇 ○

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・勧めたい日本の都市について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参
考にし、主体的に聞き取って捉えようとしている。
・ 三代達也さんの世界旅行の経験について、理解を深めるために、ブログを主体的に
読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・勧めたい日本の都市について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して
伝えたり、相手からの質問に答えようとしたりしている。
・勧めたい日本の都市について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・日本語が不自由な人に対しての効果的なことば遣いについて、読んで得られた情報
などを活用しながら、理由や根拠とともに主体的に書いて伝えようとしている。

Lesson 7
The Fugees

◎ ◎ ○

Lesson 6
A Wheelchair
Traveler ・現在分詞・過去分詞の形容詞的用法、分詞構文、It is ... that ～ の表現に関する事

項を理解し、理由をたずねる表現の意味や働きを理解している。
・日本の都市について、理由をたずねる表現の果たす役割に注意しながら、対話を聞
き取る技能を身に付けている。
・世界旅行の経験について、現在分詞・過去分詞の形容詞的用法、分詞構文、It is ...
that ～ の表現に留意して、内容を読み取る技能を身に付けている。
・日本の都市について、分詞構文や理由をたずねる表現などを用いて、円滑に意見を
交換する技能を身に付けている。
・日本の都市について、詳細な情報とともに、グループで話し合った内容を報告する技
能を身に付けている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・こと
ば遣いのあり方について、It is ... that ～ 等の表現を用いて、理由や根拠とともに
書いて伝える技能を身に付けている。

＜思考・判断・表現＞

パ
フォー
マンス
課題

・勧めたい日本の都市について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参
考にしながら聞き取って捉えている。
・三代達也さんの世界旅行の経験について、理解を深めるために、ブログを読み取り、
概要や要点を把握している。
・勧めたい日本の都市について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、
相手からの質問に答えたりしている。
・勧めたい日本の都市について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・日本語が不自由な人に対しての効果的なことば遣いについて、読んで得られた情報
などを活用し、理由や根拠とともに書いて伝えている。

○ ○

・関係副詞、比較級・最上級に関する事項を理解し、誘う表現の意味や働きを理解して
いる。
・ボランティア活動について、誘う表現の果たす役割に注意しながら、対話を聞き取る
技能を身に付けている。
・ 難民の子どもたちへの支援について、関係副詞や比較級・最上級に留意して、内容
を読み取る技能を身に付けている。
・ボランティア活動について、誘う表現などを用いて、円滑に意見を交換する技能を身
に付けている。
・ボランティア活動について、関係副詞などを用いて、グループで話し合った内容を報
告する技能を身に付けている。
・オリンピックのあるべき姿について、関係副詞などを用いて、自分の考えを書いて伝
える技能を身に付けている。

＜思考・判断・表現＞

〇 〇 ○ ○

パ
フォー
マンス
課題

・ボランティア活動について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考
にしながら聞き取って捉えている。
・ 難民の子どもたちのサッカーチームができた経緯について、理解を深めるために、
レポートを読み取り、概要や要点を把握している。
・ボランティア活動について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えたりしている。
・ ボランティア活動について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文
を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・オリンピックのあるべき姿について、読んで得られた情報などを活用しながら、自分
の考えを書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・ボランティア活動について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考
にしながら主体的に聞き取って捉えようとしている。
・  難民の子どもたちのサッカーチームができた経緯について、理解を深めるために、
レポートを主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・ボランティア活動について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して伝え
たり、相手からの質問に答えようとしたりしている。
・ボランティア活動ついて、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文を用
いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・オリンピックのあるべき姿について、読んで得られた情報などを活用しながら、主体
的に自分の考えを書いて伝えようとしている。

○



＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

〇 ○ 〇 〇 〇

＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

○ ○ 〇 〇 ○

○ ○ ○ ○ ○

・条件を表すif、仮定法過去、I wish ～、as if ～に関する事項を理解し、ほめる表現
の意味や働きを理解している。
・未来の技術や製品について、ほめる表現の果たす役割に注意しながら、対話を聞き
取る技能を身に付けている。
・科学技術と製品について、条件を表すif、仮定法過去、I wish ～、as if ～に留意し
て、内容を読み取る技能を身に付けている。
・未来の技術や製品について、ほめる表現や仮定法過去などを用いて、円滑に意見を
交換する技能を身に付けている。
・未来の技術や製品について、仮定法過去やI wish ～の表現などを用いて、グルー
プで話し合った内容を報告する技能を身に付けている。
・望ましいロボットのあり方について、条件を表すifなどを用いて、自分の考えを書い
て伝える技能を身に付けている。

パ
フォー
マンス
課題

・望ましい未来の技術や製品について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシー
トを参考にしながら聞き取って捉えている。
・分身ロボットについて、理解を深めるために、科学雑誌の記事を読み取り、概要や要
点を把握している。
・望ましい未来の技術や製品について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝
えたり、相手からの質問に答えたりしている。
・ 望ましい未来の技術や製品について、グループで話し合った内容を基に、基本的な
語句や文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。　　 ・望ましいロボットのあり
方について、読んで得られた情報などを活用しながら、自分の考えを書いて伝えてい
る。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・未来の技術や製品について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考
にしながら主体的に聞き取って捉えようとしている。
・分身ロボットについて、理解を深めるために、科学雑誌の記事を主体的に読み取り、
概要や要点を把握しようとしている。
・未来の技術や製品について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して伝
えたり、相手からの質問に答えようとしたりしている。
・ 未来の技術や製品について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や文
を用いて主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・望ましいロボットのあり方について、読んで得られた情報などを活用しながら、主体
的に自分の考えを書いて伝えようとしている。

三
学
期

Lesson 9
Kadono Eiko
and the Power
of Imagination

◎ ◎ ○

Lesson 8
Avatar Robots

＜思考・判断・表現＞

〇 〇 〇 ◎ ○

○ ○

・SVO1O2（O2＝how to ～）、SVO＋to不定詞、SVOC（C=動詞の原形、現在分
詞）に関する事項を理解し、反対する表現の意味や働きを理解している。
・暮らし方の選択について、反対する表現の果たす役割に注意しながら、対話を聞き
取る技能を身に付けている。
・ 作家による講演について、SVO1O2、SVO＋to不定詞、SVOCの表現に留意し
て、内容を読み取る技能を身に付けている。
・ 暮らし方の選択について、適切に反対する表現やSVO1O2、SVO＋to不定詞の表
現などを用いて、円滑に意見を交換する技能を身に付けている。
・暮らし方の選択について、SVOC（C＝動詞の原形）の表現などを用いて、グループ
で話し合った内容を報告する技能を身に付けている。
・ 物語鑑賞の経験について、SVOC（C = 現在分詞）の表現などを用いて、説明とと
もに書いて伝える技能を身に付けている。

＜思考・判断・表現＞

〇 ○ 〇 ○ ○

パ
フォー
マンス
課題

・高校卒業後の暮らし方について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを
参考にしながら聞き取って捉えている。
・角野栄子さんの作品と想像力の関係について、理解を深めるために、講演の内容を
読み取り、概要や要点を把握している。
・高校卒業後の暮らし方について、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えた
り、相手からの質問に答えたりしている。
・高校卒業後の暮らし方について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・物語によって心を動かされた経験について、伝える内容を整理し、意図を明確にしな
がら、書いて伝えている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・高校卒業後の暮らし方について、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを
参考にしながら主体的に聞き取って捉えようとしている。
・角野栄子さんの作品と想像力の関係について、理解を深めるために、講演の内容を
主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・高校卒業後の暮らし方について、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話し
て伝えたり、相手からの質問に答えようとしたりしている。
・高校卒業後の暮らし方について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・ 物語によって心を動かされた経験について、伝える内容を整理し、意図を明確にし
ながら、主体的に書いて伝えようとしている。



＜知識・技能＞

・授業
での取
り組み
・評価
問題
・ワー
クシー
ト

○ ○ ○ 〇 ○

○ ○

パ
フォー
マンス
課題

・ SDGsについての対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考にしなが
ら聞き取って捉えている。
・SDGsに関するさまざまな問題について、理解を深めるために、プレゼンテーション
を読み取り、概要や要点を把握している。
・SDGsについて、基本的な語句や文を用いて、考えを話して伝えたり、相手からの質
問に答えたりしている。
・SDGsに関する問題について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、情報や考えを発表して伝えている。
・SDGsに関する問題について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて、発表をするための原稿を書いている。

＜主体的に学習に取り組む態度＞

・取り
組み状
況
・ワー
クシー
ト

・SDGsについて、対話の概要や要点、必要な情報を、ワークシートを参考にしながら
主体的に聞き取って捉えようとしている。
・SDGsに関するさまざまな問題について、理解を深めるために、プレゼンテーション
を主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・SDGsについて、基本的な語句や文を用いて、主体的に考えを話して伝えたり、相手
からの質問に答えようとしたりしている。
・SDGsに関する問題について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて主体的に情報や考えを発表して伝えようとしている。
・SDGsに関する問題について、グループで話し合った内容を基に、基本的な語句や
文を用いて発表をするための原稿を主体的に書こうとしている。

○

・プレゼンテーションによく使われる定型表現の意味や働きを理解している。
・DGsに関する問題について、定型表現に注意しながら、内容を聞き取る技能を身に
付けている。
・SDGsに関する問題について、定型表現に留意して、内容を読み取る技能を身に付
けている。
・ SDGsについて、基本的な語句や文を用いて、円滑に意見を交換する技能を身に付
けている。
・SDGsに関する問題について、プレゼンテーションの定型表現を用いて、グループで
調査した内容を報告する技能を身に付けている。
・SDGsに関する問題について、プレゼンテーションの定型表現を用いて、グループで
調査した内容をまとめて原稿を書く技能を身につけている。

＜思考・判断・表現＞

〇 〇 ◎ ○ ○

Lesson 10
SDGs―
Sustainable
Development
Goals

○ ○



コミュニケーション英語Ⅱ シラバス 

「コミュニケーション英語Ⅱ」 単位数 4単位 学科 普通科 学年・学級 第２学年１～６組 

1. 学習の到達目標 

学習の到達目標 

1. 積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 

2. 聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 

3. 書いたり話したりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 

4. 言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

使用教科書，副教材など 

「Power On English CommunicationⅡ」（コⅡ327），「Power On English CommunicationⅡWORKBOOK」

（東京書籍）， 

「Power On English CommunicationⅡ スタディノート」（東京書籍） 

2. 学習指導計画及び評価方法等 

学

期 

月 学習内容 

（教科書の構成） 

学習のねらい 考

査

範

囲 

評価の観点のポイント 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化について

の知識・理解 

Lesson 1 
Take a Shot or 
Not  
写真撮影と記憶
の関係 

［題材内容］ 
写真を撮ること
が記憶に与える
影響と写真を撮
らずに経験を記
憶にとどめてお
く方法について
学ぶ。 
［言語材料］ 
It is[was] ＋形
容詞 [名詞 ] ＋
that 節  / 関係
代名詞 what / 
現在完了進行形 
［言語の働き］ 
理由を述べる / 
説明する / 報
告する / 意見
や感想を述べる 
 
 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり読
んだりしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分にとって
重要なこととその
理由を発表してい
る。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分にとって重要
なこととその理由
について，適切な
表現を用いて，書
いたり話したりす
ることができる。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
について，聞いた
り読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 
スマートフォンの
使用状況につい
て，内容を的確に
聞き取ることがで
きる。 

写真を撮ることが
記憶に与える影響
について理解して
いる。 
写真を撮ることが
記憶に与える影響
の説明に用いられ
る語句や文法事項
（It is[was] ＋形
容 詞 [ 名 詞 ] ＋
that 節/関係代名
詞 what / 現在完
了進行形）を身に
つけている。 
自分にとって重要
なこととその理由
を述べる表現の使
い方を理解してい
る。 

5 Lesson 2 
Ethical 
Fashion 
エシカルファッ
ション 

［題材内容］ 
エシカルファッ
ション製品が何
に配慮して作ら
れているか学
ぶ。また，エシ
カルになるため
に重要なことに
ついて学ぶ。 
［言語材料］ 
助動詞＋受け身 
/ 強調構文 / S
＋V＋O[=疑問
詞＋to不定詞] 
［言語の働き］ 
例示する  / 説
明する /意見や
感想を述べる 
 

エシカルファッシ
ョン製品に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分の得意な
ことを具体例とと
もに発表してい
る。 
流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
間違いを恐れずに
積極的に書いたり
話したりしてい
る。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分の得意なこと
を具体例ととも
に，適切な表現を
用いて，書いたり
話したりすること
ができる。 
流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いたり
話したりすること
ができる。 

エシカルファッシ
ョン製品につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
流行のファッショ
ンの決まり方につ
いて，内容を的確
に聞き取ることが
できる。 

エシカルファッシ
ョン製品について
理解している。 
エシカルファッシ
ョン製品の説明に
用いられる語句や
文法事項（助動詞
＋受け身  / 強調
構文  / S＋V＋
O[=疑問詞＋to 不
定詞]）を身につけ
ている。 
自分の得意なこと
を具体例と共に述
べる表現の使い方
を理解している。 

Sounds 
Interesting! ① 
目立たない音節 

［学習内容］ 
目立たない音節 
―弱母音の[ə]と
[i]― 

 目立たない音節
（弱母音の [ə]と
[i]）の特徴をとら
えて，単語を適切
に発音することが
できる。 

 目立たない音節
（弱母音の [ə]と
[i]）の特徴を理解
している。 



6 Lesson 3 
Landfill 
Harmonic 
リサイクルオー
ケストラ 

［題材内容］ 
ランドフィル・
ハーモニックが
始まった経緯や
カテウラの子供
たちにもたらし
ている影響につ
いて学ぶ。 
［言語材料］ 
関係副詞 where 
/ 過去完了形  / 
S＋V [=使役動
詞 ] ＋O＋C[=
原形不定詞] 
［言語の働き］ 
報告する  / 意
見や感想を述べ
る  / 経験を述
べる 
 

第
１
学
期
期
末 
考 
査 

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちに関
心を持ち，意欲的
に聞いたり読んだ
りしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分がだれか
に手伝ってもらお
うとしていること
について発表して
いる。 
世界の国の小学校
就学率について，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分がだれかに手
伝ってもらおうと
していることにつ
いて，適切な表現
を用いて，書いた
り話したりするこ
とができる。 
世界の国の小学校
就学率について，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちにつ
いて，聞いたり読
んだりしたことを
理解したり，概要
や要点をとらえた
りすることができ
る。 
世界の国の小学校
就学率について，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちにつ
いて理解してい
る。 
ランドフィル・ハ
ーモニックが始ま
った経緯やカテウ
ラの子供たちの説
明に用いられる語
句や文法事項（関
係副詞where / 過
去完了形 / S＋V 
[=使役動詞] ＋O
＋ C[= 原形不定
詞]）を身につけて
いる。 
自分がだれかに手
伝ってもらおうと
していることを述
べる表現の使い方
を理解している。 

7 Lesson 4 
Icons of 
Scotland 
スコットランド
の歴史と文化 

［題材内容］ 
スコットランド
の地理やキルト
に関する歴史を
理解するととも
に，日本と関連
する事柄につい
て学ぶ。 
［言語材料］ 
関係代名詞の非
制限用法 / S＋
V [=知覚動詞 ] 
＋O＋C[=現在
分詞 ] / S ＋
appear(s)[seem
(s)]＋to不定詞 
［言語の働き］ 
経験を述べる / 
説明する  / 報
告する  / 意見
や感想を述べる 

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連に関心を
持ち，意欲的に聞
いたり読んだりし
ている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，昨日自分が見
た人（動物）につ
いて発表してい
る。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
昨日自分が見た人
（動物）について，
適切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
世界遺産に登録さ
れた場所につい
て，内容を的確に
聞き取ることがで
きる。 

スコットランドの
地理や文化，日本
との関連を理解し
ている。 
スコットランドの
地理や文化，日本
との関連の説明に
用いられる語句や
文法事項（関係代
名詞の非制限用法 
/ S＋V [=知覚動
詞 ] ＋O＋C[=現
在分詞 ] / S ＋
appear(s) 
[seem(s)]＋ to 不
定詞）を身につけ
ている。 
昨日自分が見た人
（動物）について
述べる表現の使い
方を理解してい
る。 
 

Reading 1 
Going Home 
家路 

［題材内容］ 
1960年代のア
メリカ合衆国
で，長距離バス
で旅する 6人の
若者たちが車中
で知り合ったビ
ンゴという男の
物語。 

必要に応じて辞書
などを活用して読
んでいる。 
理解できないこと
や未知の語句があ
っても，推測する
などして読みつづ
けている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物語を読んで感じ
たことを書いたり
話したりすること
ができる。 

物語について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
登場人物の気持ち
を考えながら読む
ことができる。 

文と文，段落と段
落のつながりを示
す語句を理解して
いる。 
自分の感想を述べ
る表現についての
知識を身につけて
いる。 

Let’s Make a 
Presentation! 
① 
Proposal 
Presentation 

［活動内容］ 
海外旅行で行く
べき場所につい
ての提案を考
え，発表する。 
［言語の働き］ 
提案する / 説
明する / 要約
する 

ペアやグループで
協力して，海外旅
行で行くべき場所
についての英文を
書いている。 
海外旅行で行くべ
き場所について，
相手に伝わるよう
に，スライドを用
いながら間違いを
恐れずに積極的に
話している。 
クラスメイトの発
表を熱心に聞いて
いる。 

適切な声の大きさ
で相手とアイコン
タクトやジェスチ
ャーを交えなが
ら，海外旅行で行
くべき場所につい
て発表することが
できる。 
海外旅行で行くべ
き場所について，
プレゼンテーショ
ンの流れを意識し
て説明することが
できる。 

発表を聞き，その
内容を理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 

提案型プレゼンテ
ーションの構成を
理解している。 
 

Sounds 
Interesting! ② 
目立つ音節 

［学習内容］ 
目立つ音節 
―第一強勢と第
二強勢― 

 目立つ音節（第一
強勢と第二強勢）
の特徴をとらえ
て，単語を適切に
発音することがで
きる。 

 目立つ音節（第一
強勢と第二強勢）
の特徴を理解して
いる。 



【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分にとって重要なこととその理由についての英文（Lesson 1） / スマートフォンの使用状況
についての意見や感想の英文（Lesson 1） / 自分の得意なこととその具体例についての英文（Lesson 2） / 流行のファッションの
決まり方についての意見や感想の英文（Lesson 2） / 自分がだれかに手伝ってもらおうとしていることについての英文（Lesson 3） 
/ 世界の国の小学校就学率についての意見や感想の英文（Lesson 3） / 自分が昨日見た人（動物）についての英文（Lesson 4） / 世
界遺産に登録された場所についての意見や感想の英文（Lesson 4） / 海外旅行で行くべき場所についてのプレゼンテーション原稿
（Let’s Make a Presentation! ①） 

【第１学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 
自分にとって重要なこととその理由についての発表（Lesson 1） / スマートフォンの使用状況についての意見や感想（Lesson 1） 
/ 自分の得意なこととその具体例についての発表（Lesson 2） / 流行のファッションの決まり方についての意見や感想（Lesson 
2） / 自分がだれかに手伝ってもらおうとしていることについての発表（Lesson 3） / 世界の国の小学校就学率についての意見
や感想（Lesson 3） / 自分が昨日見た人（動物）についての発表（Lesson 4） / 世界遺産に登録された場所についての意見や感
想（Lesson 4） / 物語を読んで感じたことについての英文（Reading 1）/ 海外旅行で行くべき場所のプレゼンテーション原稿
と発表（Let’s Make a Presentation! ①） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力） 
写真を撮ることが記憶に与える影響について（Lesson 1） / エシカルファッション製品について（Lesson 2） / ランドフィル・
ハーモニックが始まった経緯やカテウラの子供たちについて（Lesson 3） / スコットランドの地理や文化，日本との関連につい
て（Lesson 4） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
写真を撮ることが記憶に与える影響について（Lesson 1） / エシカルファッション製品について（Lesson 2） / ランドフィル・
ハーモニックが始まった経緯やカテウラの子供たちについて（Lesson 3） / スコットランドの地理や文化，日本との関連につい
て（Lesson 4） 

2 9 Lesson 5 
Japan’s Secret 
Health Food 
日本の秘密の健
康食品 

［題材内容］ 
海藻が世界の
国々で評価され
ている理由や海
藻の効能につい
て学ぶ。 
［言語材料］ 
分詞構文（過去
分詞）/倍数表現 
/ 直前の文の内
容を先行詞とす
る which / 形式
目的語 it [=to不
定詞] 
［言語の働き］ 
説明する  / 報
告する /意見や
感想を述べる 

第
２
学
期
中
間 
考 
査 

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
に関心を持ち，意
欲的に聞いたり読
んだりしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分がよく食
べるものについて
発表している。 
昆布の産地と消費
地について，聞き
取れたことに自分
の意見や感想を加
えて，間違いを恐
れずに意欲的に書
いたり話したりし
ている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分がよく食べる
ものについて，適
切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
昆布の産地と消費
地について，聞き
取れたことに自分
の意見や感想を加
えて，積極的に書
いたり話したりす
ることができる。 

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
について，聞いた
り読んだりしたこ
とを理解したり，
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 
昆布の産地と消費
地について，内容
を的確に聞き取る
ことができる。 

海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
を理解している。 
海藻が世界の国々
で評価されている
理由や海藻の効能
の説明に用いられ
る語句や文法事項
（分詞構文（過去
分詞）/ 倍数表現 /
直前の文の内容を
先 行 詞 と す る
which / 形式目的
語 it [=to不定詞]）
を身につけてい
る。 
自分がよく食べる
ものについて述べ
る表現の使い方を
理解している。 

10 Lesson 6 
Vegetable 
Factories 
野菜工場 

［題材内容］ 
野菜工場での野
菜の作り方や野
菜工場の利点・
欠点について学
ぶ。 
［言語材料］ 
進行形の受け身 
/ It 
appears[seems]
＋that 節  / 未
来完了形  / 譲
歩を表す副詞節 
［言語の働き］ 
経験を述べる / 
理由を述べる / 
説明する  / 意
見や感想を述べ
る 
 

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
関心を持ち，意欲
的に聞いたり読ん
だりしている。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，いずれにせよ
変わらないことに
ついて発表してい
る。 
グリーンジュース
のレシピを聞い
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
いずれにせよ変わ
らないことについ
て，適切な表現を
用いて，書いたり
話したりすること
ができる。 
グリーンジュース
のレシピを聞い
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
ついて，聞いたり
読んだりしたこと
を理解したり，概
要や要点をとらえ
たりすることがで
きる。 
グリーンジュース
のレシピを的確に
聞き取ることがで
きる。 

野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点を
理解している。 
野菜工場での野菜
の作り方や野菜工
場の利点・欠点に
ついての説明に用
いられる語句や文
法事項（進行形の
受 け 身  / It 
appears [seems]
＋that 節 / 未来
完了形  / 譲歩を
表す副詞節）を身
につけている。 
いずれにせよ変わ
らないことを述べ
る表現の使い方を
理解している。 

Essay Writing 
① 
エッセイの構成
要素 

［学習内容］ 
エッセイの構成
要素（序論，本
論，結論）とそ
の役割について
学ぶ。 

 ごみを減らすため
に必要なことにつ
いて，エッセイの
構成に留意して書
くことができる。 

 エッセイの構成要
素（序論，本論，
結論）とその役割
を理解している。 



Sounds 
Interesting! ③ 
音のつながり 

［学習内容］ 
音のつながり 
―子音と母音が
連続する場合― 

 音のつながり（子
音と母音が連続す
る場合）の特徴を
とらえて，文を適
切に発音すること
ができる。 

 音のつながり（子
音と母音が連続す
る場合）の特徴を
理解している。 

11 Lesson 7 
The Power of 
Color 
色がもつ力 
 

［題材内容］ 
身の回りで使わ
れている色の視
覚的効果と心理
的効果について
学ぶ。 
［言語材料］ 
同格を表す接続
詞 that 
/ 前置詞＋関係
代名詞 
/ 関係代名詞
whose の制限用
法 / propose な
ど＋that＋S＋
V[=動詞の原形] 
［言語の働き］ 
例示する  / 提
案する  / 報告
する  / 意見や
感想を述べる 
 

第
２
学
期
期
末 
考 
査 

色の視覚的効果と
心理的効果に関心
を持ち，意欲的に
聞いたり読んだり
している。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分が提案す
ることもしくは勧
めることを発表し
ている。 
大好きな色のラン
キングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分が提案するこ
ともしくは勧める
ことについて，適
切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
大好きな色のラン
キングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

色の視覚的効果と
心理的効果につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
大好きな色のラン
キングについて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

色の視覚的効果と
心理的効果につい
て理解している。 
色の視覚的効果と
心理的効果につい
ての説明に用いら
れる語句や文法事
項（同格を表す接
続詞 that / 前置
詞＋関係代名詞 / 
関係代名詞whose
の 制 限 用 法  / 
propose な ど ＋
that＋S＋V[=動
詞の原形]）を身に
つけている。 
自分が提案するも
しくは勧める表現
の使い方を理解し
ている。 

12 Lesson 8 
Miu and Mima, 
Friendly but 
Tough 
Competitors 
卓球，みうみま
ペア 

［題材内容］ 
平野美宇選手と
伊藤美誠選手の
経歴や彼女たち
が成功するため
に大切だと考え
ていることにつ
いて学ぶ。 
［言語材料］ 
付帯状況を表す
with / 
while[when]（＋
S＋be動詞）/ to
＋ have＋過去
分詞  / 助動詞
＋ have＋過去
分詞 
［言語の働き］ 
説明する  / 経
験を述べる  / 
気持ちを伝える 
/ 理由を述べる 
/ 意見や感想を
述べる 

平野美宇選手と伊
藤美誠選手に関心
を持ち，意欲的に
聞いたり読んだり
している。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，過去に起こっ
たことへの自分の
気持ちを発表して
いる。 
伊藤美誠選手への
インタビューを聞
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
間違いを恐れずに
積極的に書いたり
話したりしてい
る。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
過去に起こったこ
とへの自分の気持
ちを，適切な表現
を用いて，書いた
り話したりするこ
とができる。 
伊藤美誠選手への
インタビューを聞
いて，聞き取れた
ことに自分の意見
や感想を加えて，
積極的に書いたり
話したりすること
ができる。 

平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
て，聞いたり読ん
だりしたことを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 
伊藤美誠選手への
インタビューの内
容を的確に聞き取
ることができる。 

平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
て理解している。 
平野美宇選手と伊
藤美誠選手につい
ての説明に用いら
れる語句や文法事
項（付帯状況を表
す with / while 
[when]（＋S＋be
動詞）/ to＋have
＋過去分詞  / 助
動詞＋have＋過
去分詞）を身につ
けている。 
過去に起こったこ
とへの自分の気持
ちを述べる表現の
使い方を理解して
いる。 

Sounds 
Interesting! ④ 
リズム 

［学習内容］ 
リズム―目立つ
音節のビート― 

 リズム（目立つ音
節のビート）の特
徴をとらえて，文
を適切に発音する
ことができる。 

 リズム（目立つ音
節のビート）の特
徴を理解してい
る。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。自分がよく食べるものについての英文（Lesson 5） / 昆布の産地と消費地についての意見や感
想の英文 
（Lesson 5） / いずれにせよ変わらないことについての英文（Lesson 6） / グリーンジュースのレシピについての意見や感想の英
文（Lesson 6） / 自分が提案することもしくは勧めることについての英文（Lesson 7） / 大好きな色のランキングについての意見
や感想の英文（Lesson 7） / 過去に起こったことへの自分の気持ちについての英文（Lesson 8） / 伊藤美誠選手へのインタビュー
についての意見や感想の英文（Lesson 8）  

【第２学期の評価方法】 
①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 
自分がよく食べるものについての発表（Lesson 5） / 昆布の産地と消費地についての意見や感想（Lesson 5） / いずれにせよ変
わらないことについての発表（Lesson 6） / グリーンジュースのレシピについての意見や感想（Lesson 6） / 自分が提案するこ
ともしくは勧めることについての発表（Lesson 7） / 大好きな色のランキングについての意見や感想（Lesson 7） / 過去に起こ
ったことへの自分の気持ちについての発表（Lesson 8） / 伊藤美誠選手へのインタビューについての意見や感想（Lesson 8） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
海藻が世界の国々で評価されている理由や海藻の効能について（Lesson 5） / 野菜工場での野菜の作り方や野菜工場の利点・欠



点について（Lesson 6） / 色の視覚的効果と心理的効果について（Lesson 7） / 平野美宇選手と伊藤美誠選手について（Lesson 
8） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
海藻が世界の国々で評価されている理由や海藻の効能について（Lesson 5） / 野菜工場での野菜の作り方や野菜工場の利点・欠
点について（Lesson 6） / 色の視覚的効果と心理的効果について（Lesson 7） / 平野美宇選手と伊藤美誠選手について（Lesson 
8） 

3 
 

1 Lesson 9 
From Owning 
to Sharing 
所有から共有へ 

［題材内容］ 
カーシェアリン
グの利点と，シ
ェアリングが日
本や世界でどの
ように広まって
いるかについて
学ぶ。 
［言語材料］ 
強調表現（助動
詞による強調）/ 
It is[was] said
＋that 節  / 形
式 目 的 語
it[=that節] / 過
去完了進行形 
［言語の働き］ 
経験を述べる / 
理由を述べる / 
報告する  / 意
見や感想を述べ
る 

第
３
学
期
期
末
考
査 

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かに関心を持ち，
意欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，物事に対する
自分の考えを発表
している。 
日本のカーシェア
リングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，間違い
を恐れずに積極的
に書いたり話した
りしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物事に対する自分
の考えを，適切な
表現を用いて，書
いたり話したりす
ることができる。 
日本のカーシェア
リングについて，
聞き取れたことに
自分の意見や感想
を加えて，積極的
に書いたり話した
りすることができ
る。 

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かについて，聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
日本のカーシェア
リングについて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 

シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かについて理解し
ている。 
シェアリングが日
本や世界でどのよ
うに広まっている
かの説明に用いら
れる語句や文法事
項（強調表現（助
動詞による強調）/ 
It is[was] said＋
that 節 / 形式目
的語 it[=that節] / 
過去完了進行形）
を身につけてい
る。 
物事に対する自分
の考えを述べる表
現の使い方を理解
している。 

Essay Writing 
② 
エッセイのアウ
トライン 
 

［活動内容］ 
エッセイのアウ
トラインの作成
方法について学
ぶ。 

 スマートフォンが
私たちの生活に与
えた影響につい
て，アウトライン
を活用しながらエ
ッセイを書くこと
ができる。 

 エッセイ作成時の
アウトラインの作
り方と活用方法を
理解している。 

 Let’s Make a 
Presentation! 
② 
Problem-solvin
g Presentation 

［活動内容］ 
地球温暖化を解
決する方法につ
いて，問題解決
のためのプレゼ
ンテーションを
考え，発表する。 
［言語の働き］ 
意見を述べる / 
説明する  / 要
約する 

ペアやグループで
協力して，地球温
暖化を解決する方
法についての英文
を書いている。 
地球温暖化を解決
する方法につい
て，相手に伝わる
ように，スライド
を用いながら間違
いを恐れずに積極
的に話している。 

地球温暖化を解決
する方法につい
て，問題解決のた
めのプレゼンテー
ションをすること
ができる。 

発表を聞き，その
内容を理解したり
概要や要点をとら
えたりすることが
できる。 

問題解決型プレゼ
ンテーションの構
成を理解してい
る。 

２ Lesson 10 
Solar Cooking 
太陽のエネルギ
ーでクッキング 

［題材内容］ 
ソーラークッカ
ーの仕組みと歴
史，メリットと
活用例について
学ぶ。 
［言語材料］ 
be 動詞＋to 不
定詞  / wish＋
仮定法過去  / 
関係副詞 where
の非制限用法 / 
関係副詞 when
の非制限用法 
［言語の働き］ 
経験を述べる / 
望む /報告する 
/ 意見や感想を
述べる 
 

ソーラークッカー
のメリットや活用
例に関心を持ち，
意欲的に聞いたり
読んだりしてい
る。 
うまく言えないこ
とがあっても，学
んだ表現を用い
て，自分が訪れた
い場所とその説明
を発表している。 
ソーラーパワーを
使う製品につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，間
違いを恐れずに積
極的に書いたり話
したりしている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
自分が訪れたい場
所とその説明を，
適切な表現を用い
て，書いたり話し
たりすることがで
きる。 
ソーラーパワーを
使う製品につい
て，聞き取れたこ
とに自分の意見や
感想を加えて，積
極的に書いたり話
したりすることが
できる。 

ソーラークッカー
のメリットや活用
例について，聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
ソーラーパワーを
使う製品について
の説明を聞いて，
内容を的確に聞き
取ることができ
る。 
 

ソーラークッカー
のメリットや活用
例について理解し
ている。 
ソーラークッカー
のメリットや活用
例についての説明
に用いられる語句
や文法事項（be動
詞＋ to 不定詞  / 
wish＋仮定法過
去 / 関 係 副 詞
whereの非制限用
法  / 関係副詞
when の非制限用
法）を身につけて
いる。 
自分が訪れたい場
所とその説明を述
べる表現を身につ
けている。 

Sounds 
Interesting! ⑤ 
イントネーショ
ン 

［学習内容］ 
イントネーショ
ン 
―その型と意味
― 

 イントネーション
の特徴（型と意味）
をとらえて，文を
適切に発音するこ
とができる。 

 イントネーション
の特徴（型と意味）
を理解している。 



３ Reading 2 
Fly, Dakota, 
Fly! 
飛べ！ダコタ 

［題材内容］ 
第二次世界大戦
の終結から 5 か
月後，新潟県佐
渡島に不時着し
たイギリス軍の
輸送機の乗組員
と村人たちとの
交流。 

必要に応じて辞書
などを活用して読
んでいる。 
理解できないこと
や未知の語句があ
っても，推測する
などして読みつづ
けている。 

聞いたり読んだり
した内容について
の質問に英語で答
えることができ
る。 
物語を読んで感じ
たことを書いたり
話したりすること
ができる。 

物語について聞い
たり読んだりした
ことを理解した
り，概要や要点を
とらえたりするこ
とができる。 
登場人物の気持ち
を考えながら読む
ことができる。 

文と文，段落と段
落のつながりを示
す語句を理解して
いる。 
自分の感想を述べ
る表現についての
知識を身につけて
いる。 

英語活用力 Up
コーナー 

［学習内容］ 
レストランのメ
ニューの読み取
りと注文，パン
フレットの読み
取り，症状の説
明 
［言語の働き］ 
注 文 す る  / 
説明する 

うまく表現できな
いことがあって
も，学んだ表現や
語句を用いて伝え
ようとしている。 

レストランで注文
することができ
る。 
パンフレットの内
容を理解すること
ができる。 
自分の症状を伝え
ることができる。 

メニューやパンフ
レットを見て，要
点をとらえること
ができる。 
 

スキャニングやス
キミングを用いて
読むことができ
る。 
症状を伝える表現
を身につけてい
る。 

文法のまとめ ［言語材料］ 
比較表現・倍数
表現，完了形，
関係詞，分詞構
文・強調・仮定
法 

   比較表現・倍数表
現，完了形，関係
詞，分詞構文・強
調・仮定法の知識
を身につける。 

【課題・提出物など】 
準拠教材を家庭学習の課題とする。物事に対する自分の考えについての英文（Lesson 9） / 日本のカーシェアリングについての意
見や感想の英文（Lesson 9） / 自分が訪れたい場所とその説明の英文（Lesson 10） / ソーラーパワーを使う製品についての意
見や感想の英文（Lesson 10） / あらすじを読んで感じたことについての英文（Reading 2） / 地球温暖化を解決する方法につい
てのプレゼンテーション原稿（Let’s Make a Presentation! ②） / 英語で注文（英語活用力Up コーナー）/ 英語のパンフレット
の読み取り（英語活用力Upコーナー）/ 英語で症状の説明（英語活用力Upコーナー） 

【第 3学期の評価方法】 
①授業中に生徒による言語活動の取り組み状況を観察する。（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
②課題で提出した英文及び発表を評価する。（外国語表現の能力） 
物事に対する自分の考えについての発表（Lesson 9） / 日本のカーシェアリングについての意見や感想（Lesson 9） / 自分が訪
れたい場所とその説明の発表（Lesson 10） / ソーラーパワーを使う製品についての意見や感想（Lesson 10） / あらすじを読
んで感じたことについての英文 （Reading 2）/ 地球温暖化を解決する方法についてのプレゼンテーション原稿と発表（Let’s 
Make a Presentation! ②） / 英語で注文（英語活用力Upコーナー）/ 英語のパンフレットの読み取り（英語活用力 Upコーナ
ー）/ 英語で症状の説明（英語活用力Upコーナー） 

③本文の内容について聞いたり読んだりしたことを，筆記テストまたはインタビューテストをする。（外国語理解の能力）  
シェアリングが日本や世界でどのように広まっているかについて（Lesson 9） / ソーラークッカーのメリットや活用例について
（Lesson 10） 

④下記のテーマの説明に用いられる語句や文法事項及び表現を理解しているか筆記テストをする。（言語や文化についての知識・理
解） 
シェアリングが日本や世界でどのように広まっているかについて（Lesson 9） / ソーラークッカーのメリットや活用例について
（Lesson 10） 

 



コミュニケーション英語Ⅲ シラバス 

 

科目名  

 

コミュニケーション

英語Ⅲ  

  単   位  数  ４   単位  

学科･学年･学級  普通科  第３学年（１組～ 6組） 

担   当   者  仲榮眞啓子  幸喜圭子  石川千佳  

  

１  学習の到達目標  

学習の  

到達目標  

1. 積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとすること  

ができる。  

2.  聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解することがで  

きる。  

3.  話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝えることができ  

る。  

4.  言語や運用についての知識を身につけ、背景にある文化を理解する  

ことができる。  

使用教科書  
「Power On Engl ish Communication  Ⅲ  」（コⅢ 326）、「 Power On 

Engl ish Communication  Ⅲ  WORKBOOK」（東京書籍）、  

（ 3 組のみ）「夢をかなえる英単語  新ユメタン１」（株式会社アルク） 

 

２  コミュニケーション英語Ⅲの評価の観点､規準及び評価方法  

 ｱ)コミュニケーシ  

ョンへの関心・意

欲・態度  

ｲ)外国語表現の能  

力  

ｳ)外国語理解の  

能力  

ｴ)言語や文化に  

ついての知識・  

理解  

観点  コミュニケーショ

ンに関心をもち､

積極的に言語活動

を行い､コミュニ

ケーションを図ろ

うとする｡  

日常生活の身近な

話題について英語

で話したり書いた

りして､情報や考

えなど適切に伝え

ようとしている。  

 

日常生活の身近な

話題について､聞

いたり読んだりし

て、情報や考えな

どを的確に理解し

ようとしている。  

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに､言語の背景

にある文化などを

理解しようとして

いる｡  

規準  ①間違いを恐れず  

積極的に表現する  

ことができる｡  

②さまざまな工夫  

をすることでコミ  

ュニケーションを  

図ることができ  

る｡  

①情報や考えなど  

を正確に書き、話  

すことができる｡  

②言語材料（言語  

の働き）を使って､  

書き、話すことが  

できる｡  

①音声現象を正し  

く聞き取ることが  

できる｡  

②英文を聞いて､  

内容を聞き取り､  

理解することがで  

きる｡  

③英語の語句や表  

現を理解し､英文  

を読解できる。  

 

①言語の使用場  

面や言語材料  

（言語の働き）  

について正しく  

理解し､運用する  

ことができる。  

②その課で扱った  

トピックや問題等  

について理解する  

ことができる｡  

評価

方法  

(a) 授業中の活動  (b) 発表  (c)  課題の提出  (d) 小テスト・定期考査  

 (a) ～  (c) :20%  (d):80% で評価する。  

 



英語会話 ｼﾗﾊﾞｽ 

科目名  英語会話  
  単   位  数  ２   単位  

学科･学年･学級  ２学年（３組・５組・ 6組）選択  

  

１  学習の到達目標  

学習の  

到達目標  

英語を通じて､積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育

成するとともに､身近な話題について会話する能力を養う｡  

①  相手の話を聞いて理解するとともに､場面や目的に応じて適切に  

応答する｡  

②  関心のあることについて相手に質問したり､相手の質問に答えた  

りする｡  

③  聞いたり読んだりしたこと､学んだことや経験したことに基づき

情報や考えなどを場面や目的に応じて適切に伝える｡  

④  海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する｡  

使用教科書  My Passport  English Conversation （文英堂）  

 

２  英語会話の評価の観点､規準及び評価方法  

 ｱ)コミュニケーシ  

ョンへの関心・意

欲・態度  

ｲ)外国語表現の能  

力  

ｳ)外国語理解の  

能力  

ｴ)言語や文化に  

ついての知識・  

理解  

観点  コミュニケーショ

ンに関心をもち､

積極的に言語活動

を行い､コミュニ

ケーションを図ろ

うとする｡  

日常生活の身近な

話題について､情

報や考えなど自分

が伝えたいことを

英語で話して伝え

ている｡  

日常生活の身近な

話題について英語

を聞き、情報や考

えなど相手が伝え

ようとすることを

理解している｡  

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに､言語の背景

にある文化などを

理解している｡  

規準  ①間違いを恐れず  

積極的に表現しよ  

うとしている｡  

②さまざまな工夫  

をすることでコミ  

ュニケーションを  

続けようとしてい  

る｡  

①情報や考えなど  

を正確に話すこと  

ができる｡  

②言語材料（言語  

の働き）を使って､  

話すことができる  

①音声現象を正し  

く聞き取ることが  

できる｡  

②英文を聞いて､  

内容を聞き取り､  

理解することがで  

きる｡  

①言語の使用場  

面や言語材料  

（言語の働き）  

について正しく  

理解し､運用する  

ことができる。  

②その課で扱った  

トピックや問題等  

について理解する  

ことができる｡  

評価

方法  
(a) 授業中の活動  (b) 発表  (c)  課題の提出  (d) 小テスト・定期考査  

 

 



３  学習指導計画  

学

期  
月  

時

間  
タイトル  学習のねらい   [ ]内は機能表現を表す  

１

学

期

中

間  

4 3 

LESSON 1 

Making Conversation 

 

・  自己紹介をし合う｡  

・  [紹介 ][職業質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

5 

2 
CULTURE TALK 1 

Family Introduction  

・  家族の紹介をする｡  

・  名前について会話をする。  

3 

LESSON 2 

At the Hotel  

 

 

・  ホテルでチェックインをする。  

・  [依頼 ][時間質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  ホテルで希望を伝える。  

１

学

期

期

末  

6 

2 

CULTURE TALK 2 

Body Language /  

Quick Responses  

・  ボディーランゲージ（ジェスチャー）を表現する。 

・  とっさに出る言葉を表現する｡  

3 

LESSON 3 

Going Sightseeing 

 

・  観光案内所で道を尋ねる｡  

・  [行先質問 ][所要時間 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  観光ツアーの予約をする｡  

2 

CULTURE TALK 3 

Schedule 

 

・  数字や序数を使い分ける｡  

・  月、曜日、時間を表現する。  

7 3 

LESSON 4 

Small  Business  

・  郵便局で切手を買う。  

・  [希望伝達 ][提案 ]を習得し､会話する。  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  トラベラーズチェックを両替する。  

２

学

期

中

間  

9 

2 
CULTURE TALK 4 

Telephone 

・  さまざまな電話表現を理解する。  

・  電話による会話をする。  

3 

LESSON 5 

Eating Out 

・  ファーストフード店で注文をする。  

・  [注文 ][料金質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する。  

・  レストランの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 5 

Letters /  E-mail  

・  英文の手紙を書く｡  

・  英文の E メールを書く｡  

10 

3 

LESSON 6 

Going Shopping 

・  買い物をする。  

・  [ｻｲｽﾞ質問 ][試着許可 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  おみやげを探す｡  

2 
CULTURE TALK 6 

School  Life  

・  日本の制服について表現する｡  

・  学校行事を伝える｡  

２

学

期

期

末  

11 

3 

LESSON 7 

Public 

Transportation 

・  地下鉄構内で行き方をたずねる｡  

・  [場所質問 ][忠告 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  遠距離切符を買う｡  

2 

CULTURE TALK 7 

Japanese Manners /  

Katakana Words  

・  日本の習慣について語る｡  

・  カタカナ語と英語を区別する｡  

12 3 
LESSON 8 

Getting Help  

・  病院で診察を受ける｡  

・  [様子伺い ][言いかえ ]を習得し､会話する｡  



・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  薬局で薬を買う｡  

2 

CULTURE TALK 8 

Traditional and  

Pop Culture  

・  日本の伝統文化を確認する｡  

・  日本のポップカルチャーを確認する｡  

３

学

期

期

末  

1 3 

LESSON 9 

Going Out 

・  友達に予定をたずねる｡  

・  [勧誘 ][念押し ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  パーティーを企画する｡  

2 

2 
CULTURE TALK 9 

Origami 

・  折り紙の折り方を説明する｡  

3 

LESSON 10 

Taking a Flight  

・  空港でチェックインする｡  

・  [意見伝達 ][理由質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  入国審査を受ける｡  

3 2 
CULTURE TALK 10 

Cooking 

・  お好み焼きの作り方を説明する｡  

 



英語科 ２年 英語表現Ⅰ シラバス 

科目名 英語表現Ⅰ 対象 文理特進・普通 コース 単位数 ２ 単位 

教科書 MY WAY English ExpressionⅠ 出版社 SANSEIDO 

副教材 MY WAY English ExpressionⅠWORKBOOK（三省堂） 

 

１ 学習の到達目標 
 

 
２ 評価の観点・趣旨・方法、成績評価の方法 

① 評価の観点・趣旨・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 知識・理解 

 

 

評価の内容 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動を

行い、コミュニケーションを

図ろうとする。 

事実や意見などを多様な観点から

考察し、論理の展開や表現の方法

を工夫しながら英語で伝えてい

る。 

英語やその運用についての

知識を身に付けているとと

もに、言語の背景にある文化

などを理解している。 

 
評価の方法 

学習活動への姿勢 

パフォーマンステスト

ノートプリント 

課題提出 

学習活動への姿勢 

パフォーマンステスト 

ノートプリント  

学習活動への姿勢

パフォーマンステスト

ノートプリント  

 
②成績評価の方法 

① の評価の方法によって、学年末にまとめます。 

評価の内容 学習活動への姿勢（2割）、パフォーマンステスト（4割）、スモールテスト（4割） 

３ 学習計画 

月 学  習  単  元  主 な 学 習 内 容 と 到  達 内  容  時間数 

４月

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

 
７月 

予習復習体験学習 
Get Ready! Unit 1 
lesson 1 

lesson 2 

lesson 3 

lesson 4 

lesson 5 

 

 
Unit 2 

lesson 6 

lesson 7 

lesson 8 

lesson 9 

学習の仕方を理解する 

英語の決まりを復習し、理解する

時制 

現在形／現在進行形

過去形／過去進行形 

未来表現 will／be going to 

現在完了形（完了・結果／継続） 

現在完了形（経験）／過去完了形 

≪１学期中間考査≫ 

 

 
助動詞と受動態 

助動詞１（許可・可能／義務） 

助動詞２（推量） 

受動態１（基本の形／by 以外の前置詞） 

受動態２（助動詞＋受動態／ＳＶＯＯ・ＳＶＯＣ） 

≪１学期期末考査≫ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

 
２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 

①英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

②事実や意見などを多様な観点から考察する。 

③論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 



 

 

８月 

 

 

９月 

 

 

 
 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１月 

 

 

 

 

 

１２月 

 

 

１月

２月 

 

 

 

３月 

 

 

 
Unit 3 

lesson 10 

lesson 11 

lesson 12 

lesson 13 

lesson 14 

lesson 15 

 

 

 

 
Unit 4 

lesson 16 

lesson 17 

lesson 18 

lesson 19 

lesson 20 

 

 

 
Unit 5 

lesson 21 

lesson 22 

lesson 23 

lesson 24 

lesson 25 

 

 

 

 
 

不定詞、動名詞、分詞など

不定詞１（名詞的用法） 

不定詞２（副詞的用法／形容詞的用法） 

動名詞 

分詞１（限定用法） 

分詞２（補語となる分詞／分詞構文） 

知覚動詞／使役動詞 

≪２学期中間考査≫ 

 

 

 

 
 

比較と関係詞 

比較１（比較級／最上級） 

比較２（as … as ～／最上を表す表現） 

関係代名詞１（主格／目的格と省略） 
関係代名詞２（whose・what／that） 

関係副詞 

≪２学期期末考査≫ 

 

 

 

仮定法、話法など 

仮定法過去／仮定法過去完了

その他の仮定表現 

部分否定／準否定語 

間接話法と時制の一致

接続詞など 

≪３学期期末考査≫ 

 
まとめ 

 

 

 

 
 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 
２ 

 
２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 
２ 

 



令和４年度 実用英語 シラバス 

科目名 実用英語Ⅰ 
単  位  数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 文理特進・普通コース ２年 
 
 

学習の到達目標 CEFR A2相当の語彙力、読解力、リスニング力、表現力を目指す。 

使用教科書 Interactive 4 skills 1  CEFR A2 LEVEL  旺文社 

 

（１）年間指導計画 

 
 
 
 
 

学

期 
月 

配当 

時間 
学習内容 言語活動での配慮事項 

１ 

４ 6 
Lesson 1 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導 

Test毎の解説･指導 

５ ８ 
Lesson 2 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

中間テスト、第１回 実用英語技能検定1次試験  

６ ３ 第１回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

６ ５ 
Lesson 3 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト、第１回 実用英語技能検定２次試験  

７ ８ 
Lesson 4 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

２ 

９ ８ 
Lesson 5 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定1次試験  

10 ３ 第２回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

10 ５ 
Lesson 6 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定２次試験、中間テスト  

11 ８ 
Lesson 7 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト 定期考査の解説･指導 

12 ８ 
Lesson 8 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

３ 

１ ８ 
Lesson 9 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第３回 実用英語技能検定1次試験  

２ ３ 第３回 英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 Test毎の解説･指導 

２ ５ 
Lesson 10 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

     第３回 実用英語技能検定２次試験、学年末テスト  

３ ８ 過去問題演習（4技能）、個別指導 過去問の解説･指導 



（２）評価の観点，内容及び評価方法 
評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりく
んでいるか。復習を徹底しているか。 

予習の確認 

表現の能力 
・学習内容を様々な場面で応用できるか。 
・既習内容で様々な場面を英語で表現できるか。 

授業中の積極的なイ
ンターアクト 

理解の能力 ・まとまりのある文章を読んで，書き手の意向等を理解するこ
とができるか。 

定期考査 

知識・理解 
・語彙力の強化  ・文法力の強化 ・まとまりのある文章を
読んで，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに、
その背景にある文化などを理解しているか． 

定期考査 

 
（３）学習方法 

１．辞書・単語帳を活用して語彙力を強化し、解説を参考に理解を深めること。 

２．さまざまな題材をパラグラフごとに読み取れるようにすること。 

３．各自で家庭における学習計画を立て、継続的に学習に取り組むこと。 

 



英語会話 ｼﾗﾊﾞｽ 

科目名  英語会話  
  単   位  数  ２   単位  

学科･学年･学級  ３学年（３組・５組・ 6組）選択  

  

１  学習の到達目標  

学習の  

到達目標  

英語を通じて､積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育

成するとともに､身近な話題について会話する能力を養う｡  

①  相手の話を聞いて理解するとともに､場面や目的に応じて適切に  

応答する｡  

②  関心のあることについて相手に質問したり､相手の質問に答えた  

りする｡  

③  聞いたり読んだりしたこと､学んだことや経験したことに基づき

情報や考えなどを場面や目的に応じて適切に伝える｡  

④  海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する｡  

使用教科書  My Passport  English Conversation （文英堂）  

 

２  英語会話の評価の観点､規準及び評価方法  

 ｱ)コミュニケーシ  

ョンへの関心・意

欲・態度  

ｲ)外国語表現の能  

力  

ｳ)外国語理解の  

能力  

ｴ)言語や文化に  

ついての知識・  

理解  

観点  コミュニケーショ

ンに関心をもち､

積極的に言語活動

を行い､コミュニ

ケーションを図ろ

うとする｡  

日常生活の身近な

話題について､情

報や考えなど自分

が伝えたいことを

英語で話して伝え

ている｡  

日常生活の身近な

話題について英語

を聞き、情報や考

えなど相手が伝え

ようとすることを

理解している｡  

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに､言語の背景

にある文化などを

理解している｡  

規準  ①間違いを恐れず  

積極的に表現しよ  

うとしている｡  

②さまざまな工夫  

をすることでコミ  

ュニケーションを  

続けようとしてい  

る｡  

①情報や考えなど  

を正確に話すこと  

ができる｡  

②言語材料（言語  

の働き）を使って､  

話すことができる  

①音声現象を正し  

く聞き取ることが  

できる｡  

②英文を聞いて､  

内容を聞き取り､  

理解することがで  

きる｡  

①言語の使用場  

面や言語材料  

（言語の働き）  

について正しく  

理解し､運用する  

ことができる。  

②その課で扱った  

トピックや問題等  

について理解する  

ことができる｡  

評価

方法  
(a) 授業中の活動  (b) 発表  (c)  課題の提出  (d) 小テスト・定期考査  

 

 



３  学習指導計画  

学

期  
月  

時

間  
タイトル  学習のねらい   [ ]内は機能表現を表す  

１

学

期

中

間  

4 3 

LESSON 1 

Making Conversation 

 

・  自己紹介をし合う｡  

・  [紹介 ][職業質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

5 

2 
CULTURE TALK 1 

Family Introduction  

・  家族の紹介をする｡  

・  名前について会話をする。  

3 

LESSON 2 

At the Hotel  

 

 

・  ホテルでチェックインをする。  

・  [依頼 ][時間質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  ホテルで希望を伝える。  

１

学

期

期

末  

6 

2 

CULTURE TALK 2 

Body Language /  

Quick Responses  

・  ボディーランゲージ（ジェスチャー）を表現する。 

・  とっさに出る言葉を表現する｡  

3 

LESSON 3 

Going Sightseeing 

 

・  観光案内所で道を尋ねる｡  

・  [行先質問 ][所要時間 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  観光ツアーの予約をする｡  

2 

CULTURE TALK 3 

Schedule 

 

・  数字や序数を使い分ける｡  

・  月、曜日、時間を表現する。  

7 3 

LESSON 4 

Small  Business  

・  郵便局で切手を買う。  

・  [希望伝達 ][提案 ]を習得し､会話する。  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  トラベラーズチェックを両替する。  

２

学

期

中

間  

9 

2 
CULTURE TALK 4 

Telephone 

・  さまざまな電話表現を理解する。  

・  電話による会話をする。  

3 

LESSON 5 

Eating Out 

・  ファーストフード店で注文をする。  

・  [注文 ][料金質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する。  

・  レストランの予約をする｡  

2 
CULTURE TALK 5 

Letters /  E-mail  

・  英文の手紙を書く｡  

・  英文の E メールを書く｡  

10 

3 

LESSON 6 

Going Shopping 

・  買い物をする。  

・  [ｻｲｽﾞ質問 ][試着許可 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  おみやげを探す｡  

2 
CULTURE TALK 6 

School  Life  

・  日本の制服について表現する｡  

・  学校行事を伝える｡  

２

学

期

期

末  

11 

3 

LESSON 7 

Public 

Transportation 

・  地下鉄構内で行き方をたずねる｡  

・  [場所質問 ][忠告 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  遠距離切符を買う｡  

2 

CULTURE TALK 7 

Japanese Manners /  

Katakana Words  

・  日本の習慣について語る｡  

・  カタカナ語と英語を区別する｡  

12 3 
LESSON 8 

Getting Help  

・  病院で診察を受ける｡  

・  [様子伺い ][言いかえ ]を習得し､会話する｡  



・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  薬局で薬を買う｡  

2 

CULTURE TALK 8 

Traditional and  

Pop Culture  

・  日本の伝統文化を確認する｡  

・  日本のポップカルチャーを確認する｡  

３

学

期

期

末  

1 3 

LESSON 9 

Going Out 

・  友達に予定をたずねる｡  

・  [勧誘 ][念押し ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  パーティーを企画する｡  

2 

2 
CULTURE TALK 9 

Origami 

・  折り紙の折り方を説明する｡  

3 

LESSON 10 

Taking a Flight  

・  空港でチェックインする｡  

・  [意見伝達 ][理由質問 ]を習得し､会話する｡  

・  トピック関連リスニング問題を聞き理解する｡  

・  入国審査を受ける｡  

3 2 
CULTURE TALK 10 

Cooking 

・  お好み焼きの作り方を説明する｡  

 



英語科 ３年 英語表現Ⅰ シラバス 

科目名 英語表現Ⅰ 対象 文理特進・普通 コース 単位数 ２ 単位 

教科書 MY WAY English ExpressionⅠ 出版社 SANSEIDO 

副教材 MY WAY English ExpressionⅠWORKBOOK（三省堂） 

 

１ 学習の到達目標 
 

 
２ 評価の観点・趣旨・方法、成績評価の方法 

① 評価の観点・趣旨・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 知識・理解 

 

 

評価の内容 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動を

行い、コミュニケーションを

図ろうとする。 

事実や意見などを多様な観点から

考察し、論理の展開や表現の方法

を工夫しながら英語で伝えてい

る。 

英語やその運用についての

知識を身に付けているとと

もに、言語の背景にある文化

などを理解している。 

 
評価の方法 

学習活動への姿勢 

パフォーマンステスト

ノートプリント 

課題提出 

学習活動への姿勢 

パフォーマンステスト 

ノートプリント  

学習活動への姿勢

パフォーマンステスト

ノートプリント  

 
②成績評価の方法 

① の評価の方法によって、学年末にまとめます。 

評価の内容 学習活動への姿勢（2割）、パフォーマンステスト（4割）、スモールテスト（4割） 

３ 学習計画 

月 学  習  単  元  主 な 学 習 内 容 と 到  達 内  容  時間数 

４月

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

 
７月 

予習復習体験学習 
Get Ready! Unit 1 
lesson 1 

lesson 2 

lesson 3 

lesson 4 

lesson 5 

 

 
Unit 2 

lesson 6 

lesson 7 

lesson 8 

lesson 9 

学習の仕方を理解する 

英語の決まりを復習し、理解する

時制 

現在形／現在進行形

過去形／過去進行形 

未来表現 will／be going to 

現在完了形（完了・結果／継続） 

現在完了形（経験）／過去完了形 

≪１学期中間考査≫ 

 

 
助動詞と受動態 

助動詞１（許可・可能／義務） 

助動詞２（推量） 

受動態１（基本の形／by 以外の前置詞） 

受動態２（助動詞＋受動態／ＳＶＯＯ・ＳＶＯＣ） 

≪１学期期末考査≫ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

 
２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 

①英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

②事実や意見などを多様な観点から考察する。 

③論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 



 

 

８月 

 

 

９月 

 

 

 
 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１月 

 

 

 

 

 

１２月 

 

 

１月

２月 

 

 

 

３月 

 

 

 
Unit 3 

lesson 10 

lesson 11 

lesson 12 

lesson 13 

lesson 14 

lesson 15 

 

 

 

 
Unit 4 

lesson 16 

lesson 17 

lesson 18 

lesson 19 

lesson 20 

 

 

 
Unit 5 

lesson 21 

lesson 22 

lesson 23 

lesson 24 

lesson 25 

 

 

 

 
 

不定詞、動名詞、分詞など

不定詞１（名詞的用法） 

不定詞２（副詞的用法／形容詞的用法） 

動名詞 

分詞１（限定用法） 

分詞２（補語となる分詞／分詞構文） 

知覚動詞／使役動詞 

≪２学期中間考査≫ 

 

 

 

 
 

比較と関係詞 

比較１（比較級／最上級） 

比較２（as … as ～／最上を表す表現） 

関係代名詞１（主格／目的格と省略） 
関係代名詞２（whose・what／that） 

関係副詞 

≪２学期期末考査≫ 

 

 

 

仮定法、話法など 

仮定法過去／仮定法過去完了

その他の仮定表現 

部分否定／準否定語 

間接話法と時制の一致

接続詞など 

≪３学期期末考査≫ 

 
まとめ 

 

 

 

 
 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 
２ 

 
２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 
２ 

 



応用英語 シラバス 

科目名 
自由選択Ⅱ 
応用英語 

単   位   数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 ３年３・５・６組 
 
 

学習の到達目標  入試頻出ジャンルから 300 語～500 語程度の英文読解の力を身につける。 

 

使 用 教 科 書 ・Take up English Reading (CHART INSTITUTE) 

 

・英語重要ポイント演習 beam 1 英文法･誤報問題 

 

 
 

（１）年間指導計画 

 
学期 月 

配当 

時間 
学習内容 言語活動での配慮事項 

 

1 

4 ８ ・Reading 1・２ 及び英語重要ポイント演習（英文法）   各レッスン毎の解説･指導 
 

5 ８ ・Reading 3・４ 及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

6 ８ ・Reading 5・６ 及び英語重要ポイント演習（英文法）    各レッスン毎の解説･指導 

7 ６ ・Reading７・８ 及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

2 
 
 
 
 
 
 
 

9 ８ ・Reading９・10及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

10 ８ ・Reading11・12及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

11 ８ ・Reading13・14及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

12 ６ ・Reading15・16及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

３ 

1 ８ ・Reading17・18及び英語重要ポイント演習（英文法） 各レッスン毎の解説･指導 

2 ２ ・Reading19・長文補充問題及び重要ポイント (英文法) 各レッスン毎の解説･指導 

 
 

 (2)  評価の観点，内容及び評価方法 
 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・ 
態度 

・重要語句の予習。解説に対して更なる理解に積極的にとり
くんでいるか。復習を徹底しているか。 

･予習の確認 
･単元テストへの取り組み方 

 
 表 現 の 能 力 

・学習内容を様々な場面で応用できるか。 
・既習内容で様々な場面を英語で表現出来るか。 

・授業中の積極的なインターラクト。 
・リテリング発表 

 
 理 解 の 能 力 

・まとまりのある文章を読んで，書き手の意向等を理解するこ
とができるか。 

･単元テスト及び、定期考査 

 知 識 ・ 理 解 
・語彙力の強化  ・文法力の強化 ・まとまりのある文章を読
んで，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに，
その背景にある文化などを理解しているか． 

･単元テスト及び、定期考査 

 
 学  習  方   法                                                                                          
 

 １．辞書を活用して語彙力を強化し、解説を参考に理解を深める。 

 ２．さまざまな題材を英文の構成やディスコースマーカーに着目し、パラグラフごとに要旨を読み取り、まとめる。 

 ３．各自で学習計画を立て、継続的に家庭学習に取り組む。 

 



令和４年度 実用英語 シラバス 

科目名 実用英語Ⅰ 
単  位  数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 情報コース、文理特進コース、普通コース ３年 
 
 

学習の到達目標 CEFR A2相当の語彙力、読解力、リスニング力、表現力を目指す。 

使用教科書 Interactive 4 skills 1  CEFR A2 LEVEL  旺文社 

 

（１）年間指導計画 

 
（２）評価の観点，内容及び評価方法 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりく
んでいるか。復習を徹底しているか。 

予習の確認 

表現の能力 
・学習内容を様々な場面で応用できるか。 
・既習内容で様々な場面を英語で表現できるか。 

授業中の積極的なイ
ンターアクト 

学

期 
月 

配当 

時間 
学習内容 言語活動での配慮事項 

１ 

４ 6 
Lesson 1 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導 

Test毎の解説･指導 

５ ８ 
Lesson 2 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

中間テスト、第１回 実用英語技能検定1次試験  

６ ３ 第１回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

６ ５ 
Lesson 3 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト、第１回 実用英語技能検定２次試験  

７ ６ 
Lesson 4 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

２ 

９ ８ 
Lesson 5 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定1次試験  

10 ３ 第２回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

10 ５ 
Lesson 6 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定２次試験、中間テスト  

11 ８ 
Lesson 7 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト 定期考査の解説･指導 

12 ６ 
Lesson 8 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

３ 

１ ６ 
Lesson 9 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

学年末テスト  

２ 4 
Lesson 10 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 



理解の能力 ・まとまりのある文章を読んで，書き手の意向等を理解するこ
とができるか。 

定期考査 

知識・理解 
・語彙力の強化  ・文法力の強化 ・まとまりのある文章を
読んで，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに、
その背景にある文化などを理解しているか． 

定期考査 

 
（３）学習方法 

１．辞書・単語帳を活用して語彙力を強化し、解説を参考に理解を深めること。 

２．さまざまな題材をパラグラフごとに読み取れるようにすること。 

３．各自で家庭における学習計画を立て、継続的に学習に取り組むこと。 

 



令和４年度 実用英語 シラバス 

科目名 実用英語Ⅱ 
単  位  数 ２  単位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 文理特進コース、普通コース ３年 
 
 

学習の到達目標 CEFR B1相当の語彙力、読解力、リスニング力、表現力を目指す。 

使用教科書 Interactive 4 skills 1  CEFR B1 LEVEL  旺文社 

 

（１）年間指導計画 

 
（２）評価の観点，内容及び評価方法 

評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲・
態度 

・予習をしてくる。解説に対して更なる理解に積極的にとりく
んでいるか。復習を徹底しているか。 

予習の確認 

表現の能力 
・学習内容を様々な場面で応用できるか。 
・既習内容で様々な場面を英語で表現できるか。 

授業中の積極的なイ
ンターアクト 

学

期 
月 

配当 

時間 
学習内容 言語活動での配慮事項 

１ 

４ 6 
Lesson 1 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導 

Test毎の解説･指導 

５ ８ 
Lesson 2 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

中間テスト、第１回 実用英語技能検定1次試験  

６ ３ 第１回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

６ ５ 
Lesson 3 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト、第１回 実用英語技能検定２次試験  

７ ６ 
Lesson 4 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

２ 

９ ８ 
Lesson 5 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定1次試験  

10 ３ 第２回英語検定の解答、解説、2次試験面接対策問題 英検問題の解説･指導 

10 ５ 
Lesson 6 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

第２回 実用英語技能検定２次試験、中間テスト  

11 ８ 
Lesson 7 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

期末テスト 定期考査の解説･指導 

12 ６ 
Lesson 8 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

３ 

１ ６ 
Lesson 9 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 

学年末テスト  

２ 4 
Lesson 10 の筆記・リスニング・ライティング問題 
スピーキング問題の個別指導、英単語・文法事項学習 

Test毎の解説･指導 



理解の能力 ・まとまりのある文章を読んで，書き手の意向等を理解するこ
とができるか。 

定期考査 

知識・理解 
・語彙力の強化  ・文法力の強化 ・まとまりのある文章を
読んで，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに、
その背景にある文化などを理解しているか． 

定期考査 

 
（３）学習方法 

１．辞書・単語帳を活用して語彙力を強化し、解説を参考に理解を深めること。 

２．さまざまな題材をパラグラフごとに読み取れるようにすること。 

３．各自で家庭における学習計画を立て、継続的に学習に取り組むこと。 
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